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○平成27年度予算（P2）
○一般質問（P4）

   

平成27年３月定例会（第１回）

神武の里きばっみろ会のみなさん神武の里きばっみろ会のみなさん

 神武の里たかはる 神武の里たかはる
第７回第７回 ひなまつりひなまつり
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　平成２７年３月定例会は３月４日から２０日までの１７日間

の会期で開かれました。定例会は平成２７年度一般会計予算と

特別会計予算及び企業会計予算の計９件と補正予算７件、条例

案件１５件、発議１件、その他２件の審議を行い、原案通り可

決されました。

３　月
定例会

平成27年度一般会計予算

56億6,400万円

（単位：千円 , %）

町税
698,302千円

12.3%

分担金及び負担金
89,525千円

1.6%
繰入金

381,765千円
6.8%

諸収入
143,132千円

2.5%

その他１（注）
161,199千円

2.8%

地方譲与税
72,000千円

1.3%

地方交付税
2,390,000千円

42.2%

依存財源
4,190,077千円

74%

自主財源
1,473,923千円
　　　26%

国庫支出金
561,528千円

9.9%

県支出金
417,249千円

7.4% 町債
632,900千円

11.2%

その他２（注）
116,400千円

2.0%

歳入総額
56億6千4百万円

歳 入

（単位：千円）

区　　　　分
平成27年度当初予算

（Ａ）
平成26年度当初予算

（Ｂ） 増　減　額
（Ｃ）＝（Ａ）−（Ｂ）

比　　　　較
増減率％

（Ｃ）／（Ｂ）

一　　　般　　　会　　　計

国    民    健    康    保    険

農  業  集  落  排  水  事  業

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

介 護 保 険 事 業
保   険   勘   定

サ ー ビ ス 勘 定

後  期  高  齢  者  医  療

病 院 事 業 会 計 （ 収 益 的 収 入 ）

水 道 事 業 会 計 （ 収 益 的 収 入 ）

工業用水道事業会計（資本的収入）

総　　　　計

５，６６４，０００ ２６２，０００ ４．９

１，３００ ０ −

４８，０９９ ２５，３９３ １１１．８

１，８３６，５１２ １４３，０８９ ８．４

１，２７０，２１４ ４，８４４ ０．４

３，４８８ ２６３ ８．２

３１２，６０４ ５３５ ０．２

２０５，７９５ △９４２ △０．５

９２９，６００

１０，５６９，３５６ １０，３３６，０９９ ２３３，２５７

△９５，１３３ △９．３

２．３

２，３００

５，４０２，０００

１，３００

２２，７０６

１，６９３，４２３

１，２６５，３７０

３，２２５

３１２，０６９

２０６，７３７

１，０２４，７３３

２，３００ ０ −

特   

別   

会   

計

企
業
会
計

（単位：千円 , %）

議会費

78,474千円

1.4%

総務費

1,048,469千円

18.5%

民生費

1,678,060千円

29.6%

衛生費

475,676千円

8.4%

労働費

1千円

0.0%

農林水

産業費

440,730千円

7.8%

商工費

141,261千円

2.5%

土木費

525,439千円

9.3%

消防費

136,670千円

2.4%

教育費

408,731千円

7.2%

災害復旧費

36千円

0.0%

公債費

716,450千円

12.6%

諸支出金

10,003千円

0.2%

予備費

4,000千円

0.1%

歳出総額
56億6千4百万円

歳 出

その他１…寄附金等
その他２…地方消費税交付金等

※総計には企業会計の資本的収入が含まれています。

（注）
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○
︵
新
規
︶
定
住
促
進
住
宅
整
備
事

業           …

１ 

６
７
３
万
１
千
円

　
公
有
地
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め

宅
地
造
成
工
事
を
行
う
。

・
９
区
画

・
１
区
画

　
１
３
０
坪
〜
１
４
０
坪

・
荒
迫
地
区
︵
上
町
︶

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　      …

９
１
３
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　  

︵
４
事
業
所
︶

・
光
明
保
育
園

・
遍
照
幼
稚
園

・
狭
野
っ
子
広
場

・
ハ
ー
ト
ケ
ア
芽
吹
き

○
椨
粉
山
・
皇
子
線
橋
梁
設
置
事
業

　
　
　
　      

　
　…

１
億
２
万
円

　
新
燃
岳
噴
火
に
伴
う
、
避
難
施
設

緊
急
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
路

に
伴
う
橋
梁
を
設
置
し
、
円
滑
な
避

難
を
図
る
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
贈
呈
事
業

　
　     …

７ 

２
６
１
万
３
６
０
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
い
て
、

寄
附
を
し
て
頂
い
た
方
へ
、
寄
附
額

の
半
分
相
当
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
。

︵
平
成
27
年
は
１
億
円
の
寄
附
を
見

込
む
︶

　○
︵
新
規
︶
総
合
体
育
館
新
築
事
業

              …

２ 

８
５
４
万
６
千
円

　         

　  

︵
基
本
設
計
等
業
務
︶

○
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
整
備
事

業                 …

７ 

２
３
９
万
円

　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
施
設

整
備
を
行
う
。

︵
屋
外
拡
声
器
︶

　
中
平
・
北
狭
野
・
小
塚
・
花
堂
・

　
常
盤
台
・
並
木
・
鹿
児
山
・
上
後

　
川
内
・
川
平

○
小
学
校
町
費
負
担
教
員
配
置
事
業

              …

１ 

１
８
２
万
４
千
円

　
複
式
学
級
や
学
年
別
授
業
や
過
密

学
級
で
の
少
人
数
授
業
の
実
施
を
図

る
。

　
︵
高
原
小
２
名
、
広
原
小
１
名
︶

○
中
学
校
町
費
負
担
教
員
配
置
事
業

　
　
　         …

３
０
４
万
１
千
円

　
︵
高
原
中
学
校
に
１
名
︶

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
︵
平
成
27
年
度
〜
平
成
29

年
度
︶が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
小
規
模
特
別
養
護
老
人

   

ホ
ー
ム︵
29
名
︶を
整
備

　
介
護
療
養
病
床
が
平
成
30

年
３
月
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
が
30
名
程
度
お
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
次
期
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
料
月
額

      

３
１
５
円
引
き
上
げ

         

︵
基
準
に
な
る
人
︶

　
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

の
所
得
段
階
が
６
段
階
か
ら

９
段
階
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
増
税
が
先

送
り
さ
れ
た
た
め
、
低
所
得

者
層
の
軽
減
に
つ
い
て
は
現

在
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

新
年
度
の
事
業
か
ら

介 

護 

保 

険

▲宅地造成予定地

▲贈呈品

▲高原中２年生の教室

,

,
,

,

,
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そこが聞きたい !　問＆答

問

問

問問

問問

問

中
村
　
　
昇
議
員

３
月
議
会
は
、
１
名
が
質
問
を
行
い
、
町
政
に
つ
い
て
町
長
の
姿
勢
を
た
だ

し
ま
し
た
。

一   

問

質

般

答

答答答

答答

答

間
に
区
分
さ
れ
る
。
短
時
間

保
育
の
場
合
、
施
設
の
設
定

し
た
時
間
外
の
保
育
は
延
長

保
育
料
を
取
る
の
か
。

　
　
　
設
定
さ
れ
た
時
間
を

　
　
　
超
え
る
と
延
長
保
育

料
が
発
生
す
る
。

　
　
　
延
長
保
育
料
が
発
生

　
　
　
し
な
い
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
開
所
時
間
内

で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
保
育
園
に
弾
力
的
な

　
　
　
保
育
時
間
の
設
定
を

お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
国
の
示
す
公
定
価
格

　
　
　
が
未
確
定
で
、
来
年

度
予
算
が
確
保
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
保
育
士
処
遇
改
善
等

　
　
　
加
算
な
ど
各
保
育
園

に
該
当
す
る
加
算
項
目
を
含

○
介
護
保
険

　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

　
画
︵
案
︶
に
つ
い
て

　
　
　
介
護
療
養
病
床
の
廃

　
　
　
止
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
お
り
、

住
ま
い
の
確
保
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
施
設
の
整
備
は
。

　
　
　
計
画
期
間
中
に
小
規

　
　
　
模
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
整
備
す
る
。

　
　
　
施
設
の
業
者
選
定
方

　
　
　
法
は
。

　
　
　
公
募
に
よ
る
選
定
を

　
　
　
行
う
。

め
た
も
の
を
交
付
す
る
。
今

後
、
所
要
額
の
確
保
に
努
め

る
。

○
子
ど
も
の
遊
び
場
を

　
　
　
本
町
に
は
気
軽
に
遊

　
　
　
べ
る
子
ど
も
の
遊
び

場
が
少
な
い
。
子
育
て
支
援

と
し
て
必
要
で
は
。

　
　
　
総
合
運
動
公
園
へ
の

　
　
　
施
設
整
備
は
年
次
的

に
整
備
し
た
い
。

　
　
　
　
育
児
等
の
援
助
を

　
　
　
　
行
い
た
い
者
（
ま

　
か
せ
て
会
員
）
と
、
育
児

　
等
の
援
助
を
受
け
た
い
者

 

（
お
願
い
会
員
）
双
方
の
会

　
員
募
集
を
行
い
、
会
員
登

録
を
し
て
円
滑
な
事
業
開
始

が
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を

は
か
り
、
開
設
に
つ
な
げ
る
。

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
つ
い
て

　
　
　
新
制
度
で
は
保
護
者

　
　
　
の
就
労
に
応
じ
て
保

育
の
必
要
性
と
必
要
量
を
認

定
す
る
。
認
定
は
パ
ー
ト
就

労
な
ど
に
対
応
す
る
保
育
短

時
間
と
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
時

フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▲小林総合運動公園

○
来
年
度
開
設
予
定

　
　
　
昨
年
９
月
の
議
会
で

　
　
　
来
年
度
に
早
期
開
設

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）
を
め
ざ
し
、
今
年

度
か
ら
準
備
に
と
り
か
か
る

と
し
て
い
た
が
。
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定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
な
ど
平
成
27
年
度
高
原
町
一
般
会
計
予
算
可
決

　
平
成
27
年
度
の
施
政
方
針

は
、
﹃
こ
ん
ね
！
ロ
マ
ン
と

無
限
の
幸
せ
つ
な
が
る
ま
ち

高
原
町
﹄
の
知
名
度
を
よ
り

高
め
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
自
主
財
源
の
少
な
い
中
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革

に
よ
る
財
政
運
営
を
基
本
と

し
て
、
平
成
27
年
度
の
予
算

編
成
が
町
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
予
算
で
あ
る
か
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
56
億
６
４
０
０
万
円
、
前

年
度
と
比
べ
て
２
億
６
２
０

０
万
円
︵
４
・
９
％
︶
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
略

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

﹁
自
然
と
神
話
を
守
り
豊
か

さ
を
求
め
１
万
人
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
﹂
事
業
の

着
実
な
推
進
を
目
指
し
、
定

住
化
対
策
事
業
、
総
合
防
災

対
策
事
業
、
ふ
る
さ
と
振
興

事
業
、
新
燃
岳
噴
火
災
害
復

興
基
金
事
業
、
ま
た
、
第
５

次
総
合
計
画
に
基
づ
く
分
野

別
施
策
と
し
て
、
人
づ
く
り

事
業
、
く
ら
し
事
業
、
地
域

事
業
、
産
業
事
業
の
４
つ
の

事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
規
事
業
の
主
な
も
の
と

し
て
、
定
住
促
進
住
宅
整
備

事
業
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
峰

寿
園
施
設
整
備
事
業
、
小
林

看
護
医
療
専
門
学
校
修
学
支

援
事
業
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
︵
第
５
部
︶
購
入
事
業
、

高
原
小
学
校
中
校
舎
屋
根
補

修
工
事
、
祓
川
・
旭
台
線
を

は
じ
め
と
す
る
道
路
補
修
・

道
路
排
水
事
業
、
町
道
改
良

工
事
、
農
道
整
備
な
ど
37
事

業
に
３
億
３
２
５
５
万
９
千

円
が
予
算
措
置
さ
れ
、
工
夫

さ
れ
た
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

︵
委
員
会
の
意
見
︶

　
平
成
27
年
度
は
、﹁
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
﹂
の
策
定
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
地
方
創
生
の
ス
タ
ー

ト
に
向
け
て
の
予
算
執
行
に

あ
た
っ
て
は
、
現
状
調
査
と

分
析
を
精
査
の
上
、
目
的
達

成
に
向
け
た
事
業
の
展
開
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

，

，

，

一
般
会
計
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
報
告現地調査（高原小学校）現地調査（高原小学校）
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﹁
花
婿
・
花
嫁
き
も
い
り
ど
ん
事
業
﹂

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
視
察

一
般
会
計
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　  

人
口
　
３
６ 
８
３
９
人

　
南
さ
つ
ま
市
に
お
い
て
は
、
﹁
花

婿
・
花
嫁
き
も
い
り
ど
ん
事
業
﹂
を

行
政
に
よ
る
結
婚
支
援
事
業
と
し
て

取
り
組
み
、成
婚
率
を
上
げ
て
い
る
。

○
事
業
導
入
に
至
っ
た
経
緯
と
背
景

　
平
成
21
年
に
就
任
、
市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
少
子
・

高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中

に
、
未
婚
化
、
晩
婚
化
も
か
な
り
高

い
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

あ
ら
た
め
て
行
政
の
結
婚
支
援
の
大

切
さ
を
痛
感
し
﹁
花
婿
・
花
嫁
き
も

い
り
ど
ん
事
業
﹂
を
掲
げ
、
﹁
近
隣

市
と
も
連
携
し
、
広
域
に
よ
る
男
女

の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
明
る

く
楽
し
い
家
庭
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を

応
援
し
ま
す
﹂
と
し
て
平
成
22
年
９

月
よ
り
事
業
開
始
。

▲南さつま市研修

○
仕
組
み
と
し
て
４
つ
の
役
割

︵
行
政
︶

　
①
き
も
い
り
ど
ん
委
嘱

　
②
活
動
支
援
︵
補
助
金
交
付
︶

　
③
近
隣
市
と
の
連
携
・
情
報
交
換

︵
民
間
組
織
︶

　
き
も
い
り
ど
ん
倶
楽
部

　
①
き
も
い
り
ど
ん
20
名

　
②
代
表
世
話
人
、
世
話
人
、
監
事

　
　
を
置
く
。

　
③
事
務
局
は
南
さ
つ
ま
市
子
供
応

　
　
援
室

　
④
情
報
交
換
、
各
種
研
修
会
、
結

　
婚
希
望
男
女
の
出
会
い
の
場
や
年

　
３
回
の
イ
ベ
ン
ト
設
定
な
ど
き
も

　
い
り
ど
ん
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
。

︵
地
域
か
ら
選
出
︶

　
・
き
も
い
り
ど
ん

　
　
学
校
区
で
分
け
た
地
区
か
ら
選

　
出
。

　
①
各
地
域
や
事
業
所
で
相
談
を
受

　
け
た
り
、
結
婚
希
望
者
の
﹁
ご
縁

　
じ
ぇ
る
﹂
会
員
加
入
促
進
。

　
②
自
身
相
当
の
﹁
ご
縁
じ
ぇ
る
﹂

　
会
員
と
他
地
区
き
も
い
り
ど
ん
担

　
当
の
﹁
ご
縁
じ
ぇ
る
﹂
会
員
の
場

　
を
設
定
。
︵
各
地
区
き
も
い
り
ど

　
ん
同
士
の
情
報
交
換
等
︶
も
し
く

　
は
、
自
身
担
当
の
﹁
ご
縁
じ
ぇ
る
﹂

　
同
士
を
引
き
合
わ
せ
る
。

　
③
担
当
ご
縁
じ
ぇ
る
と
の
面
会
を

　
通
じ
て
結
婚
相
手
に
ふ
さ
わ
し
い

　
相
手
の
紹
介
。

　
④
成
婚
し
た
報
酬
と
し
て
、
１
組

　
に
つ
き
３
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

︵
結
婚
希
望
独
身
男
女
︶

　
ご
縁
じ
ぇ
る

　
結
婚
希
望
男
女
。
会
員
制
講
習
会

　
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
。

○
実
　
績

　
平
成
24
年…

４
組
、
25
年…

５
組
、

26
年…

４
〜
６
組
で
計
15
組
達
成
見

込
み

○
考
　
察

　
本
事
業
は
、
常
に
誰
か
と
出
会
う

場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
よ
り
自
然
な
形
で

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
回
、

高
原
町
で
実
施
し
た
お
見
合
い
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
た
﹁
参

加
し
に
く
い
﹂
と
い
う
参
加
者
か
ら

の
声
と
周
り
の
声
が
多
か
っ
た
。
結

婚
と
な
る
と
ど
う
し
て
も
私
的
な
事

で
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
本

町
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
、
未
婚

化
、
晩
婚
化
を
解
消
し
て
い
く
手
立

て
と
し
て
充
分
参
考
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

,
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㈱
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工
場
視
察

豚
20
万
８
９
７
頭
、牛
１
万
４ 

５
４
３
頭
処
理
︵
平
成
24
年
度
実
績
︶

総
務
経
済
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

○
会
社
の
設
立
　

　
・
昭
和
54
年
１
月
10
日

　
・
株
式
会
社
宮
崎
く
み
あ
い
食
肉

　
　
と
し
て
発
足

　
・
従
業
員
数  

高
崎
工
場 

１
９
２

      

名
、
全
体
　
８
０
０
名

○
施
設
能
力

　
・
と
殺
解
体
能
力

      

　
豚
１ 

０
５
０
頭
／
日

　
　
　
牛
65
頭
／
日

　
・
部
分
肉
製
造
能
力

　
　
　
豚
７
５
０
頭
／
日

　
　
　
牛
40
頭
／
日

　
・
冷
蔵
保
管
庫
／
１
９
０
ト
ン

　
・
冷
凍
保
管
庫
／
１
０
０
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
︵
牛
豚
部
分
肉
︶

○
徹
底
し
た
衛
生
管
理

　
　
ミ
ヤ
チ
ク
は
、
農
場
と
工
場
、

　
レ
ス
ト
ラ
ン
含
む
全
部
門
を
対
象

　
に
食
品
安
全
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ

　
２
２
０
０
０
を
取
得
し
て
い
る
。

○
海
外
に
も
輸
出

　
　
高
崎
工
場
で
生
産
さ
れ
た
肉
製

　
品
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
大
都
市

　
圏
、
そ
し
て
対
米
食
肉
輸
出
工
場

　
認
定
を
受
け
て
い
て
、
海
外
に
も

　
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
︵
輸
出
認
定

　
国
　
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、
香
港
、

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ

　
シ
コ
、
マ
カ
オ
︶

　
　
今
後
は
、
Ｅ
Ｕ
あ
た
り
へ
の
輸

　
出
が
増
え
る
の
で
は
と
踏
ん
で
い

　
る
が
Ｅ
Ｕ
へ
の
輸
出
は
衛
生
管
理

　
が
大
変
厳
し
い
た
め
、
現
在
の
工

　
場
で
は
生

　
産
不
可
能

　
で
あ
り
、

　
建
て
直
し

　
が
必
要
と

　
話
さ
れ
た
。
　

高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど

重
要
な
役
割
を
果
た
す
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
高
原
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

町
内
31
名
︵
各
地
区
29
名
と
児
童
委

員
２
名
︶

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
無
報
酬

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

委
員
さ
ん
の
活
動
状
況

・
児
童
の
健
全
育
成
や
地
域
の
巡
回

・
お
年
寄
り
の
見
守
り

・
買
い
物
の
手
伝
い

・
病
院
等
の
送
迎

・
生
活
保
護
の
関
わ
り

委
員
さ
ん
の
意
見

・
少
子
高
齢
化
に
な
っ
て
い
る
。

・
役
場
か
ら
の
情
報
提
供
が
な
い
。

・
介
護
保
険
法
改
正
で
要
支
援
１
・

２
の
方
に
つ
い
て
は
地
域
で
面
倒
見

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
に
つ

い
て
調
査

る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◎
以
上
の
よ
う
な
ご
意
見
が
あ
り
、

決
し
て
名
誉
職
で
は
な
く
大
変
な
任

務
を
負
っ
て
い
ら
れ
る
。

,

,

▲牛枝肉
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議会基本条例  ④議会基本条例  ④
第７章　会議の運営

（自由討議の保障）

　第17条　議会は、議案等の審議、審査又は調査においては、議員相互の自由な討議により議論

　　　　　を尽くして合意形成を図るよう努めるものとする。

　　　２　議長及び委員長は、議員相互の自由な討議が積極的に行われるように議会の会議及び

　　　　　委員会を運営しなければならない。

【解　説】

①　議会は、合議制の機関であり、町民の代表である議員同士で議論しそれをまとめる。つまり合議形成

　に向けた努力を行っていくことを規定。

②　議案審査における自由討議は、議案のメリット・デメリットを議員同士が共有することである。町民

　にとって最善の案が示されるように、議会の会議及び委員会を運営していくことを規定。

（委員会の活動）

   第18条　常任委員会は、町政の課題に適切かつ迅速に対応するため、所管事務調査の積極的な

　　　　　活用により、その機能を十分発揮しなければならない。

　　　２　委員会の審査又は調査に当たっては、町民に対し資料等を積極的に公開し、町民に分

　　　　　かりやすい議論を行うよう努めなければならない。

　　　３　委員長は、委員会の秩序保持に努め、委員長報告の作成及び当該質疑に対する答弁は

　　　　　責任をもって行わなければならない。

　　　４　委員会は、町民の要請に応じ、議案等の審査及び調査の過程等を説明するため、町民

　　　　　懇談会等を積極的に行うよう努めるものとする。

【解　説】

①　議会の常任委員会における所管事務調査の機能は、将来の議案になる案件や町政の課題について積極

　的な調査を行い、執行機関の監視や付託議案の審査を深め、附帯決議案や立案につなげることであり、

　閉会中における常任委員会の活動についてを規定。

②　委員会の審査または調査にあたっては、傍聴者に対し議案等の附属資料を配布し、町民に分かりやす

　い議論を行うことを規定。

③　委員長は、委員長報告の作成に責任を持つとともに、委員会に所属していない議員から委員会の審査

　事件の経過及び結果について質疑があれば責任をもって答えることを規定。

④　委員会は、町民の要請があったときは、議案等の審査及び調査の過程等を議会報告会や広報紙を通し

　て積極的に説明することを規定。

【解　説】

　　議会として多様化する行政課題やまちづくりに迅速に対応していくために、常任委員会・特別委員会

　の適切かつ機動力のある運営についてを規定。

第８章　議会・議会事務局の体制整備

（委員会等の適切な運営）

　第19条　議会は、社会、経済情勢等により新たに生じる行政課題に適切かつ迅速に対応するた

　　　　　め、常任委員会、特別委員会等の適切な運営により機動力を高めなければならない。
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（議会図書室の充実、公開）

　第20条　議会は、議会図書室の図書の充実に努め、町議会図書室設置条例（昭和２３年高原町

　　　　　条例第２０号）に基づき、一般に利用させることができる。

【解　説】

　町議会図書室設置条例に基づき、議会図書室が十分に活用されるよう町民や職員にも開かれたものとす

ることを規定。

（議会事務局の体制整備）

　第21条　議会は、議会事務局の調査及び法務機能の充実強化に努めるものとする。

【解　説】

　議会機能の強化を図るためには、議会をサポートする議会事務局の体制整備が必要である。

　議会や議員の活動を支えるため、議会事務局の調査や法務機能などの資質向上を強化することを規定。

（見直し手続き）

第24条　議会は、この条例の施行後、常に町民の意思、社会情勢の変化等を勘案し、必要がある

　　　　と認めるときは、この条例の規定について検討を加え、その結果に基づき所要の措置を

　　　　講ずるものとする。

第９章　条例の位置づけと見直し手続き

  （条例の位置づけ）

　第22条　この条例は、議会における最高規範性を有し、議会に関する他の条例、規則その他の

               法規を解釈し、又は制定し、若しくは改廃する場合は、この条例の趣旨を尊重し、こ

               の条例に定める事項との整合を図らなければならない。

【解　説】

　議会基本法条例は、議会運営における最高規範性を有し、議会に関する他の条例・規則等の制定または

改廃するときは、この条例との整合性を図ることを規定。

（議会及び議員の責務）

　第23条　議会及び議員は、この条例及び議会に関する他の条例、規則その他の法規を遵守して

　　　　　議会を運営し、町民の負託にこたえなければならない。

【解　説】

　議会及び議員は、この条例及び議会に関する他の条例・規則・その他の法規を遵守し、町民の代表とし

てその責任を果たすことを規定。

　　　附　則

１　この条例は、平成２６年４月１日から施行する。

【解　説】

　この条例の施行後において、町民の意思、社会情勢等を勘案し、条例改正の必要があると認めるときは

改正の理由、背景を明確にした上で所要の手続きを行うことを規定。
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平成27年  第1回定例会議議決結果（内容）
平成２７年　３月　４日　水曜日

議 案 番 号

議
決
結
果

件　　　　　名

①
鹿
嶋
重
明

②
森
山
　
勇

③
中
村
　
昇

④
清
水
公
雄

⑥
松
元
茂
春

⑧
温
谷
文
雄

⑨
入
佐
廣
登

⑩
前
原
淳
一

⑤
北
迫
　
泉

⑦
宮
司

小林高原衛生事業事務組合規約を廃止する規約
※平成２７年４月１日廃止される

議　　　案
第　１　号

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

議　　　案
第　５　号

保育の実施に関する条例を廃止する条例議案第６号

高原町児童プール及び児童遊園の設置並びに管理運営に関する
条例※祓川児童遊園の廃止

議　　　案
第　７　号

議　　　案
第　13　号

平成２６年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算
（第１号）

平成２６年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案第11号

議案第14号

平成２６年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）議案第15号

平成２６年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議案第16号

平成２６年度高原町病院事業会計補正予算（第２号）議案第17号

高原町議会委員会条例の一部を改正する条例発議第１号

町道の認定について
※鳥原１号線等を認定するもの

教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例

議　　　案
第　２　号

議案第４号

議案第３号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

平成２７年　３月　６日　金曜日

高原町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

高原町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

議　　　案
第　８　号

議　　　案
第　９　号

高原町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準等を定める条例の一部を改正する条例

議　　　案
第 １０ 号

議　　　案
第 １２ 号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

高原町行政手続条例の一部を改正する条例

高原町風致地区内における建築等の規制に関する条例

平成２６年度高原町一般会計補正予算（第９号）
※地方創生に関する事業など

平成２７年　３月２０日　金曜日

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例※農業委員会の報酬等を増額

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
※単身赴任手当等追加し、給与を減額する

町長等の給与の特例に関する条例※任期中、減額するもの

高原町介護保険条例の一部を改正する条例

議　　　案
第 １８ 号

議　　　案
第 ２０ 号

議案第19号

高原町手数料条例の一部を改正する条例
※農業委員会の証明書に関する改正

議案第23号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −可決

職員特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例
※看護師を２交代制にする

議　　　案
第 ２１ 号

議　　　案
第 ２２ 号

平成２７年度高原町一般会計予算議案第24号

平成２７年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算議案第25号

平成２７年度高原町農業集落排水事業特別会計予算議案第26号

平成２７年度高原町国民健康保険特別会計予算議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

平成２７年度高原町介護保険事業特別会計予算

平成２７年度高原町後期高齢者医療特別会計予算

平成２７年度高原町水道事業会計予算

平成２７年度高原町病院事業会計予算

平成２７年度高原町工業用水道事業会計予算

平成２６年度高原町一般会計補正予算（第10号）

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件
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「議長・副議長及び議選監査委員の任期について」「議長・副議長及び議選監査委員の任期について」

　議長の任期については、２年という概念にこだわらず、法定どおりの４年を前提と

し、２年次の進退については、議長本人の自発意識に委ねるものとしたい。

　したがって、２年次に辞職願（自治法第１０８条）を提出するかどうか、あるいは、

４年間の議長職務を全うするかは、議長の意思を尊重することとしたい。

１「議長の任期について」

２「副議長の任期について」

　副議長については、一般会計予算・決算委員会委員長を兼務することになっており、

かつ常任委員会の委員の任期は２年（委員会条例第３条）となっているため、その整

合性を踏まえ、副議長の任期を２年とする。

（総務経済常任委員会副委員長が一般会計予算・決算委員会副委員長を兼務する。）

３「議選監査委員の任期について」

日
本
発
祥
地
ま
つ
り

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
本
発
祥
地
ま
つ
り

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　議選監査委員の任期については、２年という概念にこだわらず、法定どおりの４年

を前提とし、２年次の進退については、議選監査委員本人の自発意識に委ねるものと

したい。

　したがって、２年次に辞職願（自治法第１９８条）を提出するかどうか、あるいは、

４年間の監査委員の職務を全うするかは、議選監査委員の意思を尊重することとした

い。

コースを清掃しましたコースを清掃しました
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シリーズ⑧

★井ノ上  美 里さん

　　　　　　 （23歳）

【下広原区】

井ノ上 弘一さん方

酪農・肉用牛繁殖経営

美里さんの目指す目標
・乳質、肉質改善と受胎率
の向上を目指して家族仲良
く頑張りたい。

※左より  美里さん（本人）、弘一さん（父）、とし子さん（母）
　

※後列左より  千津子さん（母）、忠志郎さん（祖父）、良農夫さん（父）
　前列　岩太郎さん（本人）

みさと

【下広原区】

岡元 良農夫さん方

肉用牛繁殖経営

岩太郎さんの
　　　　   目指す目標
・購買者に好まれる牛を作
る。

★岡 元  岩太郎さん

　　　　　　 （30歳）

いわたろう

『
父
よ
り
』

　
家
族
み
ん
な
健
康
で
、同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
進
む
喜
び
、安
定
し
た
経
営
を
。

メッセージ

メッセージ

『
父
よ
り
』

　
み
ん
な
健
康
で
一
年
一
産
を
目
指
し
、ゆ
と

り
あ
る
安
定
し
た
経
営
を
し
て
ほ
し
い
。

“

光
陰
矢
の
如
し
　
月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
回
で

こ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
の

最
後
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
の

あ
ら
ま
し
を
限
ら
れ
た
紙
面
で

町
民
の
み
な
さ
ま
方
に
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
８
シ
リ
ー
ズ
に
わ
た
り
編
集

し
て
ま
い
り
ま
し
た
明
日
に
向

か
っ
て
﹁
が
ん
ば
る
﹂
農
業
︵
こ

れ
か
ら
の
︶
担
い
手
と
家
族
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
後

継
者
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。
第
52
号
議
会
だ
よ

り
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
へ
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

も
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　        

︵
松
元
茂
春
︶

”

▲編集委員会メンバー
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